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はじめに
• iSUS では IA 向けのソフトウェア開発者を支援するため、多くの記事や技

術情報、および製品ドキュメントの日本語化を行ってきました

• インテル® コンパイラー製品は、インテル社による日本語版コンポーネン
トが提供されているため、それ以外のツールの日本語化の要望をあげて
きましたが、なかなか製品化されません

• そこで、iSUS では独自にパフォーマンス・ツールの日本語化を計画し、今
回インテル® Advisor 2018 の日本語版を提供できるようになりました

• 現在インテル® Advisor 2019 とインテル® VTune™ Amplifier 2019の
日本語版を開発中です
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内容
• インテル® Advisor 2019 の新機能

−整数ルーフライン解析を使用した整数計算の最適化
−正確なメモリー使用量を取得し、キャッシュ・シミュレーションを使用

して複数のハードウェア構成をチェック
−Linux* や Windows* 上で収集されたデータを macOS* ユーザー・イ

ンターフェイスで表示して解析
−フローグラフ・アナライザーによるグラフ・アルゴリズムのプロトタイ

プ作成
−新しい推奨事項: C++ と Parallel STL の標準アルゴリズムを最適化

https://www.isus.jp/products/advisor/advisor-2019-overview/
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始める前に : CPU をチェックします

インテル® ソフトウェア開発ツールと共に提供される cpuinfo も利用できます
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インテル® マイクロアーキテクチャー
Skylake Server✝ のキャッシュ

[MB]

6

✝開発コード名
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整数ルーフライン解析による
整数計算の 適化
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整数ルーフライン解析による整数計算の 適化
これまでのバージョンでは、浮動小数点データを扱うコードのみをルーフ
ラインで解析

• FP + INT 混在の場合は FP データのみ表示
• INT データ型のルーフは非表示

インテル® Advisor 2019 に加え、インテル® Advisor 2018 update4 
でこの機能を利用できます
インテル® Advisor 2019 に加え、インテル® Advisor 2018 update4 
でこの機能を利用できます

for(i=0; i<m; i++) 
for(k=0; k<n; k++) 

for(j=0; j<p; j++) 
c[i][j] = c[i][j] + a[i][k] * b[k][j];
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2018 update3 では整数データを表現できない
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Advisor 2019 のルーフライン表示切替
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正確なメモリー使用量を取得し、キャッシュ・シ
ミュレーションを使用して複数のハードウェア
構成をチェック
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ルーフラインとサーベイでの
キャッシュ動作のモデル化

この機能を使用するには、
環境変数 ADVIXE_EXPERIMENTAL=int_roofline を設定

• キャッシュ・シミュレーション機能が拡張さ
れ、統合ルーフライン・ビューの機能が有効
になります

• このバージョンのキャッシュ・シミュレー
ターは、各ループでロードおよびストアさ
れたバイト数などのデータに対する複数レ
ベルのキャッシュをモデル化します

• オプションで、特定のキャッシュ構成のシ
ミュレーションを設定できます
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キャッシュ動作のモデル化

6:8w:32k/6:16w:1m/11w:8.3m

L1 キャシュ
8 ウェイ

32K バイト
6 コア

L2 キャシュ
16 ウェイ
1M バイト

6 コア

L3 キャシュ
11 ウェイ

8.3M バイト

環境変数 ADVIXE_EXPERIMENTAL=int_roofline を設定します

• 構成の形式は、レベル 1 から始まる「/」で区
切ったそれぞれのキャッシュレベルを指定

• 各レベルは、「カウント:ウェイ:サイズ」の形式
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ルーフラインでキャッシュのモデル化を設定

データ型

メモリーレベル

操作タイプ

キャッシュ・シミュレーションはデータ収集時に行われるため、
収集済みのデータを環境変数せずに起動した Advisor でも表示できます

CARM: Cache Aware Roof model
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double 型のパフォーマンスのモデル
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int 型のパフォーマンスのモデル
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MAP 解析でシミュレーションを有効にする
• インテル® Advisor にキャッシュ・シミュ

レーター機能が追加されました
• これにより、正確なメモリー使用量と失

われたアプリケーションの情報が得ら
れます

• この機能を有効にして、[プロジェクトの
プロパティー] の [メモリー・アクセス・パ
ターン解析] でキャッシュの構成を設定
できます

• シミュレーターは、モデルミスと、キャッ
シュラインの利用率または利用量のい
ずれかに設定できます
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MAP 解析
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実際のアプリケーションで検証

for(i=0; i<m; i++) 
for(k=0; k<n; k++) 

for(j=0; j<p; j++) 
c[i][j] = c[i][j] + a[i][k] * b[k][j];

for(i=0; i<m; i++) 
for(k=0; k<n; k++) 

for(j=0; j<p; j++) 
c[j][i] = c[j][i] + a[i][k] * b[k][i];

メモリーのアクセスパターンが異なる: icl mem.c /Zi /QxCORE-AVX2 /O2
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ルーフラインで確認
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サーベイレポートを確認

キャッシュ・シミュレーションが有効
な場合にのみ表示
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キャッシュ・シミュレーションと
メモリー・アクセス・パターン解析で見るキャッ
シュのアーキテクチャーの影響
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ベンチマーク・プログラム
for(j=1;j<n;j++){ 
for (i=1,f=0;i<n; i++){

f+=a[i]*b[i];
}
c[j]+=f; 

}

for(jj=1;jj<n/FACTOR+1;jj++){
for(ii=1;ii<n/FACTOR+1;ii++){ 

for(j=(jj-1)*FACTOR+1; j<min(jj*FACTOR,n);j++){ 
for(i=(ii-1)*FACTOR+1,f=0 ;i<min(ii*FACTOR,n);i++){
f+=a[i]*b[i]; 

} 
c[j]+=f; 

}}}

n=40000
double a[n],b[n],c[n]

FACTOR=4096,2048,1024,512,256,128,80,64ブロッキング
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ベンチマーク : 同一プログラムを実行
ファクター i7‐7800X i7‐5820K i7‐4790K

4096 0.248 / 0.264 0.652 / 0.366 0.481 / 0.251

2048 0.248 / 0.254 0.632 / 0.283 0.481 / 0.236

1024 0.246 / 0.299 0.618 / 0.324 0.482 / 0.236

512 0.248 / 0.396 0.622 / 0.410 0.483 / 0.265

256 0.246 / 0.642 0.623 / 0.625 0.483 / 0.517

128 0.248 / 1.288 0.630 / 1.216 0.482 / 1.010

80 0.248 / 2.360 0.620 / 2.152 0.480 / 1.791

64 0.247 / 3.230 0.624 / 2.866 0.482 / 2.373
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i7-7800X     vs.    i7-5820K
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i7-7800X

MAP 解析

FACTOR=2048 の場合

GB/秒
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i7-5820K

MAP 解析

FACTOR=2048 の場合

GB/秒
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さらに詳細な解析を行うには、
インテル® VTune™ Amplifier 2019 を合わせて
利用します

インテル® VTune™ Amplifier 2019 では、使い勝手
が大幅に改善され、より目的に適した操作と解析が可
能となりました

インテル® Advisor 2019 の日本語版と共に、
インテル® VTune™ Amplifier 2019 の日本語版を開
発中です
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これら以外の拡張機能
ルーフラインの拡張

• コールスタック付きのルーフラインが利用可能になりました
• ルーフラインの動的 HTML コピーのエクスポートによって結果を共有:

advixe-cl –report roofline –report-output=path/to/output.html
• 複雑なグラフの解析を簡素化し、選択したドットをビットマップとして保存するため、ルーフライン・グラフ上の任意のドットのサブセットをフィルター処理で

きます
• アプリケーションの実用パフォーマンスの限界を見るため、カスタムスレッド数にルーフラインを調整する機能
• ループラインのベンチマークが複数ランクの MPI アプリケーションで同期されるようになったため、同じ物理ノードで実行されるすべてのランクでルーフの

値が同じになります
• 同じグラフで複数のルーフライン結果を比較する機能
• 単一の CLI コマンドでルーフライン・データを収集: advixe-cl –collect roofline

選択可能なプロファイルを使用して高速に解析結果を得るためオーバーヘッドを軽減
• プロジェクトのプロパティーでループ呼び出しカウントを制限し、解析時間を設定することで、メモリー・アクセス・パターンと依存関係解析のオーバーヘッド

を軽減
• 解析範囲を狭めてオーバーヘッドを軽減するため、ルーフライン、FLOPS とトリップカウント収集でプロファイルを選択する機能を追加

ユーザビリティーの向上
• オプションメニューでフォントサイズをカスタマイズできるようになりました。これは、SSH の X 転送セッションで GUI の表示を調整するのに役立ちます
• コマンドラインから、ソースファイルと行レベルでループを選択する機能:

advixe-cl –mark-up-loops –select main.cpp:12,other.cpp:198
• Pythoin* を使用して簡単に HTML レポートを作成:

advixe-python to_html.py ProjectDir
推奨事項タブの改善: 

• 推奨事項タブを一新し使いやすいレイアウトに
• 推奨される特定のアンロール係数値や、インライン展開される関数名など、ユーザーコード固有の推奨事項のパラメーター
• 新たな推奨事項: メモリー依存のアプリケーションのパフォーマンスを改善する、非テンポラルストア (NTS) 命令の使用




